【ウエブサイトアップロード用原稿】
赤門学友会報懐徳15号の卒業生インタビュー（P4~5）にご登場いただいた荒金久美さんから本学後輩（特に理系の女性研究者）へアドバイスするメッセージがあるのでご紹介します。

後輩たちへのアドバイス
　「この仕事はやりがいがあります」と看板が出ているような仕事はありません。やりがいがあるかどうかを浅い経験の中で判断せずに、まずは与えられた仕事に全力投球することをお勧めします。東大生は大変優秀ですが、それゆえに「やりがいのない仕事はやりたくない」、「小さい仕事はやりたくない」と思いがちです。与えられた仕事に全力投球できない人に企業は重要な仕事を決して任せません。「一生懸命は万策に勝る」ということでしょう。
また「適材適所」と言葉がありますが、企業ではあまり当て嵌らないように思います。仕事のできる人はどこへ行ってもできるし、そうでない人はどこに行ってもだめ、という事例が多いですね。それは、企業では専門性より、仕事に取り組む姿勢・コミュニケーション能力・表現能力などの方が重要であることが多く、部署に関わらず共通して必要とされるからだと思います。
自然科学専攻で研究分野へ進む人もこの視点が不要ということは決してなく、実社会ではこうした能力がとても大事です。知識、学歴、資格などではない、仕事に本当に必要な別の能力があることに早い時期に気づくことが成功を掴む鍵になると思います。

「お勧めの本」

　１）仕事のための12の基礎力～「キャリア」と「能力」の育て方

　　　　大久保幸夫　日経BP社

　２）話し方の品格

　　　　福田健　　　リュウ・ブックスアステ新書

３）「話す」基本の基本

　　　　志田唯史　　オーエス出版

　４）「夢」が10倍実現する5つの教え

　　　　坂東真理子　三笠書房

　５）言われた仕事はやるな！

　　　　石黒不二代　朝日新聞出版

